
GAHT を支援くださる皆様へ 

カリフォルニア州の控訴裁判所の決定と今後の方針 

去る１１月２３日にカリフォルニア州控訴裁判所が、我々が提出していた控訴の案件について判

決を下しました。内容は、我々の主張をすべて却下する完全な敗訴でした。８月４日に連邦の控訴

裁判所が同じような我々の控訴案件を却下し、それに対する再審査の要求に対して１０月１３日に

却下の決定を下していますので、予想はしていましたが、濫訴扱いをされた罰金の回復も出来ず、

更に、濫訴を続けたという理由で、罰金が課されるという状況になりました。 

 

判決について、我々の弁護士の意見を聞きましたが、我々と同じように、判決は非常に偏向して

いると明言しています。州の第一審では、判事が「日本の軍隊が悪事を働いたということは明白で

ある」という言葉から判決文が書かれています。 

控訴審では、公判の時に、裁判長が、「俺は東條が嫌いだ。他の日系人も嫌いだ。そのような人を

差別して何が問題か。」と発言したように、偏見を持っています。今回の判決も同様です。我々の

主張はすべて却下されました。連邦政府の外交権の侵害については、単なる意見の表明であるから、

侵害にならない。市議会で碑文の承認がなかった事に関しては、実質的に市議会が認めたから問題

はない。日本人や日系人の差別にはならない。日本人に対する平等な保護義務に違反していない。

第一審の判事がもしかしたら、判事のすべき行動規範を逸脱したかもしれないが、それは、この判

決を覆す程のことではない、といった調子です。 

 

ここで我々は、大きな決断をしなければならないことになりました。 

この裁判を続けるには、これからもかなりの費用が掛かります。しかし、皆様方に以前と同様な支

援を頂くことには、限界があります。しかしながら、このまま裁判を放棄することは、今まで支援

していただいた方々に対する冒涜になります。そこで、我々は、弁護士を解任して、我々だけで裁

判を続けることにいたしました。 

加州の裁判に関しては、まず再審査の請求をします。それが却下されれば、州の最高裁判所に訴え

ます。連邦裁判所に対しては、期間内に、上訴状を提出する予定です。辯護士なしで、どの程度戦

えるかどうかはわかりませんが、成功した例は幾つかあります。 

 

 ただし、我々がここで確認しておきたいことは、裁判には今までのところ敗訴していますがこれ

はカリフォルニア州裁判所や米連邦裁判所が「慰安婦の強制連行という史実を認めたわけでは全く

ない」ということです。我々は今、アメリカの判事を含むインテリが持っている慰安婦に関する誤

った考え、より広い観点からすれば、大東亜戦争自体についての誤った考えを糺していく必要性を

強く感じています。したがって、出版、講演、ＴＶ，などの広報活動にも力を入れていく予定です。

ヘンリー・ストークス氏の第二次世界大戦に関する英文の図書が今週出版されました。この本をア

メリカの各方面に配布する事も一つの手段です。更に、国連やその他の関連国などに対しても積極

的に働きかけてゆこうと考えています。 

 

我々は今後ともに、日本の名誉を守るために活動を続けていく決意ですので、引き続き暖かくご

支援・ご声援をよろしくお願い致します。 
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